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平

成

1 9
年

４

月

号

 

「

お

ら

が

マ

チ

の

自

慢

」

 

 

こ

の

「

記

憶

の

細

道

」

も

連

載

し

て

か

ら

も

う

２

年

に

な

る

が

、

１

カ

月

前

の

原

稿

の

締

め

切

り

ま

で

あ

っ

と

い

う

間

で

、

そ

う

忙

し

い

日

々

を

送

っ

て

い

る

わ

け

で

も

な

い

の

に

、

ギ

リ

ギ

リ

ま

で

、

無

精

に

も

テ

ー

マ

も

決

ま

ら

ず

、

筆

を

と

る

気

も

な

か

な

か

起

こ

ら

な

い

。 
 

と

も

か

く

い

ろ

い

ろ

な

人

か

ら

問

い

合

わ

せ

や

、

声

を

掛

け

ら

れ

た

り

、

ま

た

、

１

時

間

余

に

及

ぶ

長

電

話

も

あ

っ

た

り

、
内

地

の

方

か

ら

も

要

望

が

あ

り

、

今

ま

で

の

発

行

の

分

を

冊

子

に

し

て

も

送

っ

た

。 
 

中

に

は
「

こ

れ

だ

け

三

笠

で

誇

れ

る

こ

と

が

た

く

さ

ん

あ

る

の

に

、

何

か

形

で

表

し

て

、

大

い

に

Ｐ

Ｒ

す

べ

き

だ

」

と

お

し

か

り

を

受

け

た

が

、

筆

者

と

し

て

は

あ

り

が

た

く

受

け

止

め

た

。 
 

果

た

し

て

日

本

一

か

、
ま

た

北

海

道

や

空

知

で

一

番

な

の

か

、
ま

だ

ま

だ

史

実

を

慎

重

に

調

べ

直

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

今

ま

で

の

記

述

と

、

こ

れ

か

ら

予

定

す

る

稿

の

中

か

ら

、

ざ

っ

と

列

記

し

て

み

る

と

… 
 

明

治

６

〜

８

年

の

地

質

調

査

で

、
ラ

イ

マ

ン

が

日

本

で

初

め

て

世

に

発

表

し

た

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

、
明

治

９

年

幌

向

太

〜

幌

内

間

の

石

炭

山

道

が

完

成

し

、
同

年

初

代

の

総

理

大

臣

伊

藤

博

文

が

幌

内

を

訪

れ

た

。 
 

同

1 2
年

鉱

員

と

家

族

が

移

住

し

て

、

幌

内

本

沢

に

初

め

て

の

集

落

が

形

成

、

同

年

幌

内

炭

鉱

開

坑

、

同

1 3
年

幌

内

に

建

設

さ

れ

た

鉄

道

の

第

６

ト

ン

ネ

ル

、
同

年

幌

内

神

社

の

造

営

、

同

1 4
年

幾

春

別

に

「

郁

春

別

煤

田

の

碑

」

建

立

、

空

知

集

治

監

の

建

設

と

と

も

に

三

笠

山

と

達

布

山

に

公

園

が

造

ら

れ

た

。 
 

同

1 5
年

幌

内

鉄

道

が

開

通

、

同

年

公

立

幌

内

小

学

校

開

校

、

同

1 6
年

榎

本

武

揚

が

オ

ラ

ン

ダ

か

ら

持

ち

帰

っ

た

電

信

・

電

話

が

幌

内

〜

小

樽

間

に

開

通

、

同

年

幌

内

滝

の

沢

坑

の

レ

ン

ガ

煙

突

と

火

床

、
同

年

岡

山

に

入

植

し

た

集

治

監

の

看

守

が

り

ん

ご

を

栽

培

、

同

1 9
年

幌

内

市

街

地

が

形

成

、

同

年

幌

内

太

（

三

笠

駅

）

〜

幾

春

別

へ

の

鉄

道

敷

設

工

事

中

に

炭

価

暴

落

の

た

め

婦

人

作

業

員

を

選

炭

婦

に

配

置

替

え

、

賃

下

げ

、

労

働

時

間

延

長

の

た

め

、

労

働

罷

業

（

ス

ト

ラ

イ

キ

）

が

起

き

た

。 
 

同

2 0
年

樺

戸

道

路

が

完

成

し

て

、

月

形

〜

三

笠

間

を

乗

合

馬

車

が

走

行

、
同

年

か

ら

達

布

山

を

基

点

に

上

川

道

路

（

現

国

道

1 2
号

）

開

削

と

日

本

一

長

い

直

線

の

国

道

、
同

年

い

ち

き

し

り

の

住

民

に

社

会

教

育

は

し

り

の

英

語

の

夜

学

校

、

同

2 1
年

ヌ

ッ

パ

川

に

水

道

を

敷

設

。 
 

同

2 9
年

幌

内

養

老

の

立

坑

建

設

の

ほ

か

、

東

洋

一

の

奔

別

立

坑

、

や

ぐ

ら

式

の

錦

坑

立

坑

、

市

来

知

競

馬

、

幌

内

太

と

郁

春

別

駅

の

三

角

形

の

転

車

レ

ー

ル

、
林

鉄

の

神

泉

隋

道

、

洋

式

農

業

、

看

守

の

養

蚕

と

水

稲

・

そ

菜

栽

培

、

北

海

盆

唄

に

盆

踊

り

、

ナ

ン

コ

な

ど

に

、

昭

和

3 2
年

建

設

の

多

目

的

の

桂

沢

ダ

ム

、

幾

春

別

と

奔

別

の

特

異

な

地

質

、

平

成

５

年

道

の

駅

№

１

な

ど

な

ど

、

こ

の

紙

面

だ

け

で

は

と

て

も

書

き

切

れ

な

い

。 
 

ま

だ

ま

だ

皆

さ

ん

の

「

こ

れ

だ

！

」

と

い

う

の

が

あ

れ

ば

… 

明治１３年に造営された幌内神社 


